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IT大国
中国の前進
急速に IT先進国へと変貌を遂げた中国。

その要因は何か。
今後世界にその影響は波及するのか。



中
国
の
Ｉ
Ｔ
産
業
が
急
発
展
し
て
い
る
。

中
国
の
三
大
Ｉ
Ｔ
企
業
「
Ｂ
Ａ
Ｔ
」（
バ
イ

ド
ゥ
、
ア
リ
バ
バ
、
テ
ン
セ
ン
ト
）
は
、

今
や
中
国
経
済
の
け
ん
引
役
だ
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
Ｅ
コ
マ
ー
ス
や
電

子
決
済
等
の
サ
ー
ビ
ス
も
次
々
に
提
供
さ

れ
、
上
海
や
深し
ん

圳せ
ん

は
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

と
並
ぶ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
と
ま
で

い
わ
れ
て
い
る
。

一
昔
前
ま
で
は
「
世
界
の
工
場
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
中
国
は
、
な
ぜ
急
速
に
Ｉ
Ｔ
先

進
国
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
の
か
。
今
後
、

中
国
の
Ｉ
Ｔ
技
術
は
世
界
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
。
現
代
の
中
国
の
実
像
に
精
通
す
る
五

人
の
識
者
に
聞
い
た
。
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Ｉ
Ｔ
大
国

中
国
の
前
進



中
国
Ｉ
Ｔ
産
業
の
急
成
長

　
「
ア
リ
ペ
イ
」
や
「
ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
ペ
イ
」
等
の
サ
ー
ビ
ス
が

日
本
で
も
訪
日
中
国
人
向
け
に
始
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
中
国
で
急

速
に
普
及
し
て
い
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
で
、
現
金
を
持
ち
歩
か
な
く
て

も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
か
ざ
す
だ
け
で
決
済
が
瞬
時
に
完
了
す
る
。

す
で
に
、
中
国
で
は
電
子
決
済
に
よ
る
支
払
い
の
比
率
が
約
六
割
を

占
め
て
い
る
。
そ
の
水
準
は
、
約
二
割
の
日
本
と
比
べ
て
、
圧
倒
的

に
高
い
。
日
本
で
は
、
経
済
産
業
省
が
二
〇
二
五
年
ま
で
に
、
四
〇

％
到
達
を
目
標
に
掲
げ
た
と
こ
ろ
だ
。

　

こ
う
し
た
中
国
に
お
け
る
最
先
端
の
Ｉ
Ｔ
技
術
の
普
及
は
、
キ
ャ

ッ
チ
ア
ッ
プ
段
階
に
あ
っ
た
一
昔
前
の
中
国
を
考
え
れ
ば
、
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
る
。
出
張
等
で
中
国
を
訪
れ
る
度
に
、「
か
つ
て
は
、

先
進
国
を
追
い
か
け
る
立
場
で
あ
っ
た
中
国
が
今
や
世
界
の
最
先
端

を
走
っ
て
い
る
」
こ
と
を
肌
で
感
じ
る
。
実
際
、
中
国
の
三
大
Ｉ
Ｔ

企
業
と
い
わ
れ
る
Ｂ
Ａ
Ｔ
（
バ
イ
ド
ゥ
、
ア
リ
バ
バ
、
テ
ン
セ
ン
ト
）

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
中
国
の
Ｉ
Ｔ
企
業
が
、
巨
大
な
国
内
市
場

を
背
景
に
世
界
で
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。
今
や
、
世
界
の
ト
ッ
プ

Ｉ
Ｔ
企
業
一
〇
社
の
う
ち
、
二
社
を
中
国
企
業
が
占
め
て
お
り
、
そ

企
画
に
当
た
って

Ｉ
Ｔ
大
国

中
国
の
前
進

―
そ
れ
を
支
え
た

巨
大
な
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス

の
二
社
の
企
業
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
決
済
サ
ー
ビ
ス
・
旅
行

サ
イ
ト
・
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
等
々
、
多
岐
に
わ
た
る
。

　

な
ぜ
、
新
興
国
の
中
で
中
国
だ
け
が
一
人
抜
け
出
し
、
第
四
次
産

業
革
命
に
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
対
応
を
行
い
、
Ｉ
Ｔ
先
進
国
へ
と
変

化
し
て
い
っ
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
中
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
世

界
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
を
、
五
人
の
識
者
に
投
げ
か
け
た
。

社
会
実
験
を
許
容
す
る

中
国
政
府
の
ス
タ
ン
ス

　

中
国
の
Ｉ
Ｔ
産
業
が
急
速
な
発
展
を
遂
げ
た
要
因
の
一
つ
に
、
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
中
国
政
府
の
ス
タ
ン
ス
が
あ
る
。
今
回
話

を
聞
い
た
識
者
の
多
く
が
、
中
国
政
府
は
民
間
企
業
に
よ
る
社
会
実

験
を
許
容
す
る
姿
勢
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
伊
藤

亜
聖
氏
（
東
京
大
学
）
は
、
中
国
は
新
領
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
が
あ
る
の
は
や
む
を
得
な
い
と
と
ら
え
て
お
り
、
経
済
特
区

の
よ
う
な
形
で
地
域
に
一
定
程
度
の
自
主
権
を
持
た
せ
、
自
由
な
活

動
を
黙
認
す
る
地
方
実
験
の
仕
組
み
が
、
中
国
に
は
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
高
口
康
太
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
は
、
政
府
主

導
の
産
業
政
策
で
は
な
く
、
民
間
Ｉ
Ｔ
企
業
の
自
由
な
事
業
展
開
に

東 

和
浩

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事

株
式
会
社
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

取
締
役
兼
代
表
執
行
役
社
長
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オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
課
題

　

急
成
長
の
裏
で
は
、
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
中
国
は

既
存
技
術
の
組
み
合
わ
せ
で
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
に
優
れ

て
い
る
反
面
、
林
幸
秀
氏
（
科
学
技
術
振
興
機
構
研
究
開
発
戦
略
セ

ン
タ
ー
）
は
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
や
基
礎
技
術
に
裏
付
け
ら
れ
た

開
発
と
い
う
面
で
は
ま
だ
弱
く
、
基
礎
研
究
に
注
力
で
き
る
よ
う
な

研
究
の
シ
ス
テ
ム
も
整
っ
て
い
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
岡
野

寿
彦
氏
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
経
営
研
究
所
）
は
中
国
市
場
の
変
化
に
着

目
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
市
場
が
飽
和
し
始
め
、
顧
客
の
要
求
水
準
が
高

ま
る
中
で
、
短
期
で
効
率
的
に
儲
け
よ
う
と
す
る
ト
レ
ー
ダ
ー
的
思

考
の
強
い
従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
い
か
に
変
革
で
き
る
か
が
課

題
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
は
い
ず
れ
も
短
期
間

で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
今
後
中
国
の
技
術
力
が
さ
ら
に

発
展
し
、
中
国
発
の
技
術
を
世
界
に
波
及
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
ろ
う
。

れ
ず
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
行
動
と
柔
軟
な
発
想
を
生
み
出
す
環
境

が
、
十
分
に
整
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

日
本
政
府
も
、
社
会
実
験
の
導
入
に
向
け
て
動
き
だ
し
た
。
競
争

相
手
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
変
化
に
対
応
し
て
い
く
に
は
、
誰
も
が
迅

速
、
か
つ
、
低
コ
ス
ト
で
社
会
実
験
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

不
可
欠
だ
。
試
行
錯
誤
の
積
み
重
ね
が
、
真
に
必
要
と
さ
れ
る
価
値

あ
る
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
の
点
に
お
い
て
、

中
国
は
す
で
に
日
本
の
一
歩
先
を
進
ん
で
い
る
。「
試
す
人
に
な
ろ

う
」
は
本
田
宗
一
郎
の
言
葉
だ
が
、「
試
す
国
に
な
ろ
う
」
と
い
う

目
標
を
い
ま
一
度
日
本
に
取
り
戻
す
必
要
が
あ
る
。

巨
大
な
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
た
る

中
国
に
対た

い

峙じ

す
る

　

考
え
て
み
れ
ば
、
中
国
が
大
き
く
変
貌
し
た
の
は
今
に
始
ま
っ
た

こ
と
で
は
な
い
。
巨
大
な
社
会
主
義
国
は
い
つ
し
か
市
場
経
済
へ
と

変
わ
り
、
そ
し
て
、
Ｉ
Ｔ
大
国
へ
と
変
身
し
た
。
中
国
の
た
ど
り
つ

つ
あ
る
道み

ち

程の
り

は
、
日
本
が
か
つ
て
高
度
成
長
期
に
経
験
し
た
道
程
に

も
重
な
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
中
国
の
変
貌
は
い
か

に
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
が
社
会
実
験
の
発
想
で
あ
り
、
中
国
全
体
を
巨
大
な
サ
ン
ド

ボ
ッ
ク
ス
に
し
よ
う
と
い
う
覚
悟
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
ま
で
日
本
は
、
エ
ス
ト
ニ
ア
な
ど
に
見
ら
れ
る
大
胆
な
Ｉ
Ｔ

改
革
に
つ
い
て
、
経
済
規
模
の
違
い
か
ら
不
可
能
と
し
て
き
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
隣
国
の
中
国
は
、
さ
ら
に
大
き
な
規
模
で
文
字
通
り

「
社
会
」
実
験
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
今
の
日
本
に
は
、
失
敗
を
恐

基
づ
く
「
野
蛮
な
成
長
」
を
公
認
し
た
こ
と
で
、
世
界
的
な
企
業
が

誕
生
す
る
に
至
っ
た
と
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
な
「
ま
ず
は
自
由
に

や
ら
せ
て
み
る
」
と
い
う
政
府
の
姿
勢
は
、
特
に
今
日
の
ハ
イ
テ
ク

業
界
に
お
け
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
の
よ
う
に
、
新
技
術
を
活
用

し
て
顧
客
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
を
探
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
場
面
で
は
、

よ
り
積
極
的
か
つ
自
由
に
ア
イ
デ
ア
を
実
装
で
き
る
と
い
う
面
で
、

決
定
的
な
差
を
生
む
。

　

ま
た
、
中
国
企
業
は
も
の
づ
く
り
と
い
う
点
で
は
最
先
端
の
技
術

を
生
み
出
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
既
存
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て

新
た
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
す
る
こ
と
に
は
極
め
て
優
れ
て
い

る
と
、
多
く
の
識
者
が
指
摘
す
る
。
中
で
も
関
志
雄
氏
（
野
村
資
本

市
場
研
究
所
）
は
、
中
国
の
技
術
は
、
か
つ
て
コ
ピ
ー
（
模
倣
）
と

揶や

揄ゆ

さ
れ
た
が
、
今
や
海
外
の
技
術
を
吸
収
・
消
化
し
、
積
極
的
に

活
用
す
る
方
向
に
力
を
発
揮
し
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。
同
時
に
、

そ
の
成
功
の
背
景
に
は
、
惜
し
み
な
く
注
が
れ
て
き
た
中
国
の
圧
倒

的
な
人
的
資
源
と
資
金
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

中
国
が
持
つ
リ
ソ
ー
ス
と
政
府
の
ス
タ
ン
ス
、
そ
れ
と
中
国
企
業
の

長
所
が
う
ま
く
か
み
合
っ
て
、
現
在
の
中
国
Ｉ
Ｔ
産
業
の
急
成
長
に

つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

東 

和
浩
（
ひ
が
し
・
か
ず
ひ
ろ
）

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
株
式
会
社
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

取
締
役
兼
代
表
執
行
役
社
長
。
株
式
会
社
り
そ
な
銀
行
取
締
役
会
長
兼
代
表
取

締
役
社
長
兼
執
行
役
員
を
兼
務
。

Keywords

…
…
電
子
決
済
の
普
及
、
第
四
次
産
業
革
命
、
既
存
技
術
の
組
み
合
わ
せ
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
行
動
と
柔
軟
な
発
想
、
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

中
国
は
い
か
に
し
て
Ｉ
Ｔ
大
国
と
な
っ
た
の
か
。

今
後
、
中
国
の
技
術
力
は
世
界
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
う
る
の
か
。

識
者
に
問
う 多

産
多
死
が
支
え
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

伊
藤
亜
聖

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所

准
教
授

ャ
ー
企
業
だ
。
野
心
あ
る
起
業
家
が
活
発
に
ア
イ
デ
ア
を
事
業
化
し
、
競
争
を
通
じ
て
多
産
多
死
を
繰

り
返
す
。
こ
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
有
無
が
新
技
術
の
普
及
と
社
会
実
装
に
直
結
す
る
。
中
国
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
投
資
は
日
本
の
三
〇
倍
の
額
に
も
達
す
る
。
多
く
の
倒
産
も
同
居
し
な
が
ら
、
出
資
を
受
け
た
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
が
成
長
し
て
、
投
資
家
は
さ
ら
に
投
資
す
る
と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

改
革
開
放
以
来
の
実
験
的
な
制
度
改
革
の
歴
史
も
強
み
に
な
っ
て
い
る
。
新
領
域
で
は
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
が
あ
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
と
と
ら
え
、
経
済
特
区
の
よ
う
な
形
で
地
域
に
あ
る
程
度
自
主
権
を

持
た
せ
、
自
由
な
活
動
を
黙
認
す
る
地
方
実
験
の
仕
組
み
が
あ
る
。
そ
の
過
程
で
は
、
地
方
政
府
も
多

く
の
企
業
を
惹ひ

き
付
け
る
た
め
に
魅
力
的
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
よ
う
と
、
時
に
補
助
金
合
戦
の

よ
う
な
弊
害
を
生
み
な
が
ら
も
、
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
。
一
時
的
に
規
制
を
緩
和
す
る
「
サ
ン
ド
ボ

ッ
ク
ス
制
度
」
を
念
頭
に
置
く
と
、
過
去
四
〇
年
の
中
国
の
「
改
革
開
放
」
路
線
は
、
事
実
上
の
サ
ン

ド
ボ
ッ
ク
ス
制
度
の
よ
う
に
機
能
し
て
き
た
。
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を
飼
い
な
ら
し
て
き
た
の
だ
。

　

ド
ロ
ー
ン
市
場
で
は
深し

ん
圳せ
ん
の
Ｄ
Ｊ
Ｉ
が
世
界
シ
ェ
ア
七
割
を
占
め
て
い
る
。
今
後
、
三
次
元
マ
ッ
プ

の
策
定
が
本
格
化
す
る
と
、
中
国
が
標
準
化
の
重
要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
新
領
域

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
て
ル
ー
ル
化
し
つ
つ
も
産
業
の
発
展
を
抑
制
し
な
い
智ち

慧え

が
求
め
ら
れ
る
。

中
国
を
中
心
に
、
ア
ジ
ア
や
新
興
国
経
済
の
研
究
に
精
力
的
に
取
り
組
む
。
定
量
的
な
経
済
分
析
に
加
え
、
丹
念
な
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
ね
、
現
地
の
最
新
事
情
に
も
精
通
。
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
、
博
士
（
経
済
学
）。
人
間
文
化
研
究
機
構
研
究
員
な
ど
を
経
て
、
現
職
。
主
著
の
『
現
代
中
国
の
産
業
集
積
』

（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）
で
は
、
二
〇
一
六
年
度
日
本
ベ
ン
チ
ャ
ー
学
会
清
成
忠
男
賞
、
第
三
三
回
大

平
正
芳
記
念
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

ロ
ー
バ
ル
市
場
で
中
国
企
業
の
影
響
力
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
こ
数
年
の
研

究
開
発
投
資
の
伸
び
や
国
際
特
許
出
願
の
数
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
成
長
動
向
な
ど
、
複

数
の
指
標
か
ら
見
て
も
明
ら
か
だ
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
世
界
規
模
の
展
示
会
に
中
国
企
業
が

毎
年
大
挙
し
て
押
し
寄
せ
る
の
は
も
は
や
恒
例
と
な
っ
て
い
る
し
、
ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業
と
呼
ば
れ
る
評

価
額
一
〇
億
ド
ル
以
上
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
数
は
、
中
国
が
米
国
に
次
い
で
世
界
で
二
位
で
あ
る
。

今
後
、
数
で
米
国
を
超
え
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　

中
国
か
ら
先
端
的
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
始
め
て
い
る
。
現
地
で
そ
の
様
子
を

つ
ぶ
さ
に
見
て
い
る
と
、
中
国
国
内
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
育
て
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
出
来
上
が
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
（Internet of Things

）
時
代
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
ネ
ッ
ト
と
つ
な

が
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
演
算
機
能
と
通
信
機
能
を
内
蔵
す
る
こ
と
で
何
が
で
き
る
の
か
、
確
た
る
答
え
は

な
い
。
そ
う
し
た
状
況
で
、
リ
ス
ク
を
負
っ
て
新
し
い
事
業
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
ベ
ン
チ

グ
伊
藤
亜
聖
（
い
と
う
・
あ
せ
い
）

遠藤環・伊藤亜聖・大泉啓一郎・後藤健太（編）〔2018〕

『現代アジア経済論―「アジアの世紀」を学ぶ』
有斐閣ブックス
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

中
国
は
い
か
に
し
て
Ｉ
Ｔ
大
国
と
な
っ
た
の
か
。

今
後
、
中
国
の
技
術
力
は
世
界
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
う
る
の
か
。

識
者
に
問
う 「

野
蛮
な
成
長
」
で
生
ま
れ
た
Ｉ
Ｔ
企
業

高
口
康
太

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　

近
年
で
は
「
野
蛮
の
成
長
」
を
政
府
自
ら
が
推
進
し
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
に
は
「
双
創
」（
大
衆

の
創
業
、
万
民
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
を
打
ち
出
し
た
ほ
か
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
の
規
制
を
緩
和
し
た
。

ま
た
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
等
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
政
府
が
法
律
に
抵
触
す
る
よ
う
な
新

事
業
で
あ
っ
て
も
「
社
会
実
験
」
と
し
て
許
容
す
る
こ
と
で
巨
大
産
業
に
成
長
し
た
事
例
だ
。

　

し
か
し
、
民
間
企
業
主
導
の
好
況
も
転
換
点
を
迎
え
て
い
る
。
中
国
の
成
長
を
支
え
て
き
た
「
人
口

ボ
ー
ナ
ス
」
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
国
内
市
場
だ
け
で
は
高
成
長
は
望
め
な
い
。
政
府
は
地
方
政
府
お

よ
び
企
業
の
債
務
を
削
減
す
る
デ
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
進
め
る
構
え
で
、
緊
縮
経
済
が
中
小
ベ
ン
チ
ャ
ー
の

重
荷
と
な
る
可
能
性
は
高
い
。
一
帯
一
路
政
策
を
追
い
風
に
海
外
進
出
を
次
な
る
成
長
ス
ポ
ッ
ト
に
す

る
動
き
も
見
ら
れ
る
が
、
決
し
て
簡
単
で
は
な
い
。
一
つ
に
は
、
中
国
政
府
が
資
本
流
出
を
警
戒
し
海

外
へ
の
投
資
を
規
制
し
て
い
る
た
め
だ
。
映
画
会
社
や
ホ
テ
ル
を
華
々
し
く
買
収
し
て
い
た
ワ
ン
ダ
グ

ル
ー
プ
は
、
政
府
に
投
資
を
差
し
止
め
ら
れ
退
却
を
迫
ら
れ
た
。
も
う
一
つ
に
は
、
進
出
を
受
け
入
れ

る
海
外
が
、
中
国
企
業
に
対
す
る
警
戒
感
を
強
め
て
い
る
た
め
だ
。
先
日
も
、
通
信
機
器
大
手
の
Ｚ
Ｔ

Ｅ
が
対
イ
ラ
ン
・
北
朝
鮮
輸
出
違
反
を
理
由
に
米
国
か
ら
制
裁
を
受
け
た
ば
か
り
。
海
外
進
出
は
今
後
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
摩
擦
を
増
す
可
能
性
が
あ
る
。

千
葉
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
二
度
の
中
国
留
学
を
経
て
、
現
在
は
中
国
の
社
会
・
経

済
を
専
門
と
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
。
中
国
、
新
興
国
の
実
態
を
鋭
く
描
き
議
論
す
る
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト

「KINBRICKS NOW

」
を
運
営
す
る
。『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
日
本
版
』『
週
刊
東
洋
経
済
』『W

edge

』『Business 
Insider

』
等
多
数
の
雑
誌
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
主
著
に
『
現
代
中
国
経
営
者
列
伝
』（
星

海
社
新
書
、
二
〇
一
七
年
）
等
が
あ
る
。

国
経
済
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
平
均
一
〇
％
以
上
で
成
長
し
た
が
、
一
七
年
に
は
六
・

九
％
と
減
速
し
て
い
る
。
足
元
を
見
て
も
地
域
ご
と
、
産
業
ご
と
に
好
不
況
が
は
っ
き
り

分
か
れ
る
「
ま
だ
ら
模
様
」
だ
。
そ
れ
で
も
中
国
に
勢
い
が
あ
る
の
は
民
間
Ｉ
Ｔ
企
業
の

高
成
長
が
あ
る
た
め
だ
。
五
年
前
に
は
中
国
企
業
の
時
価
総
額
上
位
は
国
有
企
業
が
占
め
て
い
た
が
、

現
在
は
ア
リ
バ
バ
や
テ
ン
セ
ン
ト
が
上
位
を
占
め
る
。
中
国
政
府
は
国
家
主
導
で
大
型
国
有
企
業
を
育

成
す
る
産
業
政
策
を
推
進
し
て
き
た
が
、
そ
の
外
か
ら
自
由
か
つ
苛か

烈れ
つ

な
競
争
の
末
に
強

き
ょ
う

靱じ
ん

な
民
間
企

業
が
生
ま
れ
て
き
た
。

　

そ
の
典
型
と
も
い
え
る
の
が
携
帯
電
話
メ
ー
カ
ー
だ
。
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
、
政
府
は
製
造
免
許
を

八
社
に
し
か
認
定
せ
ず
、
有
力
企
業
の
育
成
を
狙
っ
た
が
、
無
認
可
メ
ー
カ
ー
の
作
る
携
帯
が
圧
倒
的

に
勝
利
。
政
府
も
免
許
制
度
撤
廃
に
追
い
込
ま
れ
た
。
最
盛
期
に
は
三
〇
〇
〇
社
が
乱
立
す
る
「
野
蛮

な
競
争
」
の
果
て
に
、
シ
ャ
オ
ミ
や
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
な
ど
世
界
的
な
メ
ー
カ
ー
が
誕
生
し
て
い
る
。

高
口
康
太
（
た
か
ぐ
ち
・
こ
う
た
）

中

梶谷懐〔2011〕

『「壁と卵」の現代中国論
―リスク社会化する超大国とどう向き合うか』

人文書院
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

中
国
は
い
か
に
し
て
Ｉ
Ｔ
大
国
と
な
っ
た
の
か
。

今
後
、
中
国
の
技
術
力
は
世
界
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
う
る
の
か
。

識
者
に
問
う 急

発
展
を
支
え
る
海
外
技
術
の

吸
収
・
消
化
と
緩
い
規
制

関 

志
雄

株
式
会
社
野
村
資
本
市
場
研
究
所

シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー

価
値
を
生
み
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
き
た
。
中
国
の
技
術
は
、
か
つ
て
は
コ
ピ
ー
（
模
倣
）
と
揶や

揄ゆ

さ

れ
た
が
、
今
や
海
外
の
技
術
を
吸
収
・
消
化
し
、
積
極
的
に
活
用
す
る
方
向
に
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
、
多
く
の
優
秀
な
人
材
が
い
る
。
大
学
教
育
の
普
及
に
加
え
、

海
外
か
ら
戻
っ
て
く
る
多
く
の
留
学
経
験
者
が
、
新
た
な
産
業
の
担
い
手
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

二
〇
一
七
年
に
は
約
四
八
万
人
の
留
学
生
が
帰
国
し
た
。
こ
れ
は
、
同
年
出
国
す
る
留
学
生
の
八
割
に

相
当
す
る
。

　

そ
し
て
、
国
内
総
生
産
は
日
本
の
二
・
五
倍
、
米
国
の
六
割
と
い
う
、
巨
大
な
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
大
き
け
れ
ば
、
チ
ャ
イ
ナ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
そ
の
ま
ま
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
に
な
り
う
る
。
昨
今
は
、「
中
国
市
場
を
制
覇
す
れ
ば
、
海
外
で
通
用
す
る
」
と
い
う
認
識
を
、

中
国
企
業
も
外
国
企
業
も
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

現
在
、
中
国
の
ハ
イ
テ
ク
企
業
は
技
術
獲
得
の
た
め
に
、
先
進
国
へ
の
進
出
に
強
い
関
心
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
米
国
等
は
最
先
端
技
術
や
デ
ー
タ
の
流
出
を
強
く
警
戒
し
て
お
り
、
安
全
保

障
上
の
懸
念
を
理
由
に
、
外
資
規
制
を
強
化
し
て
い
る
。
今
後
、
中
国
が
世
界
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
分
野
に
お

け
る
影
響
力
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
は
、
技
術
力
の
み
な
ら
ず
、
摩
擦
の
背
景
に
あ
る
社
会
・
政
治
・

経
済
的
な
課
題
を
克
服
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

中
国
経
済
・
日
中
関
係
に
精
通
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中
国
の
経
済
政
策
や
諸
問
題
に
対
し
、
積
極
的
に
情
報
を

発
信
し
て
い
る
。
経
済
産
業
研
究
所
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
も
務
め
、
同
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
「
中
国

経
済
新
論
」
を
主
宰
。
香
港
出
身
。
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
、
経
済
学
博
士
。
香
港
上
海
銀

行
本
社
経
済
調
査
部
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
野
村
総
合
研
究
所
経
済
調
査
部
ア
ジ
ア
調
査
室
長
な
ど
を
経
て
、
二
〇
〇
四
年

よ
り
現
職
。
著
書
に
『
中
国　
「
新
常
態
」
の
経
済
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
等
が
あ
る
。

報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
が
発
達
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
先
進
国
と
途
上
国
の
格
差
、
す
な
わ

ち
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
、
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
っ
た
。
し
か

し
今
日
の
中
国
に
目
を
向
け
る
と
、
モ
バ
イ
ル
決
済
、
ネ
ッ
ト
通
販
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

等
が
世
界
に
先
駆
け
て
普
及
し
て
お
り
、
こ
の
仮
説
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
な
ぜ
、
中
国
は
違
う
の
だ

ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
カ
ギ
と
な
る
の
は
、
規
制
よ
り
も
試
行
錯
誤
を
先
行
さ
せ
る
と
い
う
政
府
の
ス
タ
ン
ス
だ
。

中
国
に
は
、
鄧
小
平
以
来
、
政
府
や
社
会
に
根
づ
い
て
き
た
実
験
志
向
が
あ
る
。
計
画
経
済
の
イ
メ
ー

ジ
と
は
裏
腹
に
、
新
し
い
分
野
で
は
規
制
が
相
対
的
に
緩
い
。
こ
の
こ
と
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
豊

富
な
民
営
企
業
に
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
国
の
Ｒ
＆
Ｄ
（
研
究
開
発
）
を
見
る
と
、「
Ｒ
」（
研
究
）
は
米
国
や
日
本
に
及
ば
な
い
面

が
多
い
が
、「
Ｄ
」（
開
発
）
で
は
後
発
の
優
位
性
を
生
か
し
、
既
存
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
新
た
な

関 

志
雄
（
か
ん
・
し
ゆ
う
）

情

沈才彬〔2018〕

『中国新興企業の正体』
角川新書
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

中
国
は
い
か
に
し
て
Ｉ
Ｔ
大
国
と
な
っ
た
の
か
。

今
後
、
中
国
の
技
術
力
は
世
界
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
う
る
の
か
。

識
者
に
問
う 技

術
力
を
支
え
る
人
材
戦
略

林 

幸
秀

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

研
究
開
発
戦
略
セ
ン
タ
ー

上
席
フ
ェ
ロ
ー

定
さ
れ
た
た
め
、
中
国
の
研
究
開
発
資
金
は
激
増
し
て
い
る
。
そ
の
豊
富
な
資
金
を
使
っ
て
、
研
究
施

設
や
設
備
へ
の
投
資
を
急
速
に
進
め
て
お
り
、
そ
の
規
模
は
日
本
の
比
で
は
な
い
。
中
国
の
研
究
設
備

は
今
や
世
界
一
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
成
果
が
出
る
ま
で
に
長
い
時
間
を
要
す
る
基
礎
研
究
は
欧
米
に
及
ば
な
い
。

特
に
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
は
立
ち
遅
れ
て
い
る
。
ま
た
、
発
展
著
し
い
Ｉ
Ｔ
や
軍
事
技
術
で
も
、

外
国
の
既
存
技
術
の
改
良
が
中
心
で
あ
る
。
研
究
者
に
対
す
る
評
価
も
短
期
的
か
つ
数
値
中
心
で
、
責

任
や
成
果
が
直
ち
に
研
究
者
個
人
の
処
遇
に
及
ぶ
こ
と
が
多
い
た
め
、
リ
ス
ク
の
大
き
い
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
研
究
は
進
み
に
く
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
中
国
は
、
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
起
こ
す
よ
う
な
技
術
開
発

は
で
き
な
い
お
そ
れ
が
強
い
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
中
国
で
は
何
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。
今
後
、
圧
倒
的
な
人
口
と
巨
大
な
市

場
か
ら
得
ら
れ
る
膨
大
な
デ
ー
タ
か
ら
、
革
新
的
な
技
術
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
外
国
人
を
含

む
優
秀
な
海
外
の
研
究
者
に
、
中
国
国
内
で
の
研
究
・
教
育
に
も
従
事
し
て
も
ら
う
「
千
人
計
画
」
の

よ
う
な
国
際
的
な
取
り
込
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
中
国
の
突
き
抜
け
た
規
模
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
近
い

将
来
「
量
が
質
を
凌

り
ょ
う

駕が

す
る
」
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

科
学
技
術
庁
入
庁
後
、
原
子
力
、
宇
宙
開
発
、
海
洋
開
発
、
科
学
技
術
政
策
等
に
従
事
し
、
退
官
後
は
科
学
技
術
政
策

の
国
際
比
較
、
特
に
中
国
の
科
学
技
術
政
策
や
そ
の
実
態
の
調
査
・
研
究
で
活
躍
。
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

修
士
課
程
修
了
。
文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
政
策
局
長
、
内
閣
府
政
策
統
括
官
（
科
学
技
術
政
策
担
当
）、
文
部

科
学
審
議
官
な
ど
を
経
て
、
二
〇
一
〇
年
よ
り
現
職
。
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
振
興
財
団
理
事
長
。
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
副
理
事
長
等
も
歴
任
。
主
著
に
『
科
学
技
術
大
国
中
国
』（
中
公
新
書
、二
〇
一
三
年
）
等
が
あ
る
。

国
の
科
学
技
術
は
、
七
万
人
の
研
究
者
を
有
す
る
中
国
科
学
院
や
多
く
の
優
れ
た
大
学
な

ど
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
中
国
の
強
み
は
何
と
い
っ
て
も
、
圧
倒
的
な
マ
ン
パ
ワ
ー
、
そ

し
て
豊
富
な
研
究
資
金
だ
。
国
内
の
大
学
や
研
究
所
に
多
額
の
資
金
を
投
入
し
、
研
究
環

境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
欧
米
で
活
躍
し
て
い
る
優
秀
な
中
国
人
研
究
者
に
帰
国
を
促
す
、
い
わ
ゆ

る
「
海
亀
政
策
」
を
進
め
て
い
る
。
例
え
ば
、『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
等
の
ト
ッ
プ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
論
文
が

掲
載
さ
れ
る
と
、
教
授
と
し
て
中
国
の
大
学
に
戻
る
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
帰
国
後
も
海
外
の

研
究
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
強
固
に
保
た
れ
、
共
同
研
究
、
研
究
者
・
学
生
の
派
遣
な
ど
国
際
的
な

人
的
つ
な
が
り
も
強
化
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
圧
倒
的
な
人
的
資
源
に
加
え
て
、
莫ば

く

大だ
い

な
研
究
資
金
が
、
今
日
の
Ｉ
Ｔ
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
短
期
で
成
果
に
結
び
つ
き
や
す
い
分
野
に
集
中
的
に
投
入
さ
れ
て
い
る
。
中
国
全
体
の
科
学
技
術

の
投
資
水
準
を
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
を
超
え
て
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
定
め
た
「
科
学
技
術
進
歩
法
」
が
制

林 

幸
秀
（
は
や
し
・
ゆ
き
ひ
で
）

中

林幸秀〔2017〕

『中国科学院
―世界最大の科学技術機関の全容　優れた点と課題』

丸善プラネット
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

中
国
は
い
か
に
し
て
Ｉ
Ｔ
大
国
と
な
っ
た
の
か
。

今
後
、
中
国
の
技
術
力
は
世
界
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
う
る
の
か
。

識
者
に
問
う 政

府
と
の
二
人
三
脚
に
よ
る
急
成
長
、

新
た
な
競
争
の
局
面
を
い
か
に
克
服
す
る
か

岡
野
寿
彦

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
経
営
研
究
所

シ
ニ
ア
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

て
、
中
国
市
場
が
抱
え
る
高
い
取
引
コ
ス
ト
を
「
円
滑
な
信
用
創
造
」
に
よ
り
軽
減
さ
せ
る
目
的
で
打

ち
出
さ
れ
た
政
策
が
「
社
会
信
用
体
系
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
民
間
企
業
や
政
府
機
関
に
よ
る
、

国
民
や
企
業
に
関
す
る
情
報
の
収
集
と
活
用
が
促
進
さ
れ
、
企
業
の
急
発
展
を
導
い
た
と
い
え
る
。

　

他
方
、
中
国
人
企
業
家
の
、
地
道
な
開
発
よ
り
も
短
期
で
効
率
的
に
儲
け
よ
う
と
す
る
ト
レ
ー
ダ
ー

的
思
考
が
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
マ
ッ
チ
し
て
い
た
こ
と
も
重
要
な
点
だ
。

豊
富
な
資
金
提
供
者
や
、
失
敗
に
対
し
て
寛
容
な
社
会
が
、
こ
う
し
た
企
業
活
動
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　

現
在
、
オ
ン
ラ
イ
ン
市
場
が
飽
和
し
始
め
た
こ
と
か
ら
、「
ネ
ッ
ト
と
リ
ア
ル
と
の
融
合
」
に
よ
っ

て
新
た
な
価
値
を
提
供
す
る
方
向
に
競
争
軸
が
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
ア
リ
バ
バ
の
生
鮮
ス
ー
パ
ー
「
盒

馬
鮮
生
」
や
中
国
平
安
保
険
の
「
自
動
車
保
険
」
が
、「
デ
ジ
タ
ル
技
術
＋
人
海
戦
術
」
で
リ
ア
ル
を

組
み
合
わ
せ
て
顧
客
満
足
の
向
上
や
効
率
性
を
実
現
し
て
い
る
の
は
好
事
例
だ
。
人
件
費
の
高
騰
、
顧

客
の
品
質
や
個
人
情
報
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
、
金
融
収
益
に
依
存
し
た
事
業
モ
デ
ル
の
リ
ス
ク
増

大
と
い
っ
た
今
後
の
事
業
環
境
の
変
化
が
不
可
避
と
な
る
中
、
従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
い
か
に
変

革
で
き
る
か
が
課
題
と
な
る
。
本
質
を
問
う
思
考
、
品
質
重
視
、
企
業
の
継
続
性
等
を
追
求
す
る
た
め

に
は
、
組
織
文
化
も
含
め
た
変
革
が
必
要
だ
と
い
う
意
識
を
持
つ
中
国
人
企
業
人
が
着
実
に
増
え
て
お

り
、
そ
う
し
た
変
化
が
日
本
企
業
の
事
業
機
会
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
に
お
け
る
中
国
政
府
系
企
業
と
の
合
弁
企
業
経
営
や
、
中
国
金
融
基
幹
シ
ス
テ
ム
開
発
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
事
業
体
制
の
現
地
化
等
、
中
国
に
お
け
る
豊
富
な
ビ
ジ
ネ
ス
経
験
を
踏
ま
え
た
研
究
発

信
に
取
り
組
む
。
上
海
交
通
大
学
客
員
教
授
、
早
稲
田
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
「
日
中
ビ
ジ

ネ
ス
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
研
究
員
等
も
務
め
る
。
主
著
に
『
日
中
関
係
は
本
当
に
最
悪
な
の
か
』（
共
著
、日
本
僑
報
社
、

二
〇
一
四
年
）
等
が
あ
る
。
経
営
研
レ
ポ
ー
ト
『
デ
ジ
タ
ル
化
の
衝
撃
と
チ
ャ
イ
ナ
・
イ
ン
パ
ク
ト
』
連
載
執
筆
中
。

成
長
す
る
中
国
Ｉ
Ｔ
産
業
を
け
ん
引
す
る
の
が
、
ア
リ
バ
バ
や
テ
ン
セ
ン
ト
に
代
表
さ
れ

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
で
あ
る
。
流
通
業
等
の
未
発
達
に
よ
る
生
活
の
不
便
さ
、
中
小

企
業
の
事
業
機
会
・
資
金
確
保
の
制
約
、
代
金
回
収
リ
ス
ク
と
い
っ
た
「
社
会
の
困
り
ご

と
」
に
対
し
、
ア
リ
バ
バ
ら
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
特
性
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
生
か
し
て
、
社
会

的
価
値
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
成
長
し
て
き
た
。

　

Ｉ
Ｔ
企
業
の
急
速
な
成
長
の
背
景
に
は
、
ま
ず
、
社
会
秩
序
の
維
持
・
雇
用
確
保
、
中
国
企
業
の
国

際
競
争
力
を
課
題
と
す
る
中
国
政
府
の
意
識
が
あ
る
。
中
国
政
府
は
、
高
度
成
長
に
よ
っ
て
生
じ
た
所

得
格
差
等
の
国
民
の
不
満
に
も
対
応
し
つ
つ
、
経
済
の
質
や
生
産
性
を
高
め
て
い
く
道
を
模
索
し
て
い

る
。
そ
の
重
点
政
策
の
一
つ
が
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＋プ

ラ
ス」
で
あ
る
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
『
つ

な
が
り
』
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
経
済
成
長
の
切
り
札
と
位
置
づ
け
、「
ま
ず
は
や
ら
せ
て
、

必
要
に
応
じ
て
規
制
を
す
る
」
姿
勢
を
と
る
こ
と
で
企
業
の
サ
ー
ビ
ス
創
出
を
支
持
し
て
い
る
。
加
え

岡
野
寿
彦
（
お
か
の
・
と
し
ひ
こ
）

急

加藤弘之〔2013〕

『「曖昧な制度」としての中国型資本主義』
NTT出版
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（注）各国とも人文・社会科学を含む。他、データの詳細は、文部科学省『科学技術要覧（平成 29 年版）』を参照。
（出所）文部科学省『科学技術要覧（平成 29 年版）』より作成。

（注）各国とも人文・社会科学を含む。他、データの詳細は、文部科学省『科学技術要覧（平成 29 年版）』を参照。
（出所）文部科学省『科学技術要覧（平成 29 年版）』より作成。

大規模なマンパワー：主要国の研究者数の推移

先進サービスに対する受容性：各国のフィンテック普及率

豊富な研究資金：主要国の研究費の推移（OECD購買力平価換算）

（注）アーンスト・アンド・ヤング（EY）による、世界の 20 市場（21 の国と地域）における 22,535 人（18 歳以上）を対象としたオンライン調査。
「フィンテック・サービス」として定義された、フィンテック企業、非伝統的事業者が提供する、送金・決済分野等における 17 のサービスのうち、直近
の 6 か月で 2 つ以上のサービスを利用した者の割合を示す。

（出所）Ernst & Young （2017） EY FinTech Adoption Index 2017 （https://www.ey.com/gl/en/industries/financial-services/ey-fintech-adoption 
-index）より作成。
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多数の革新的な新興企業の存在：世界のユニコーン企業の分布（2018年 6月現在）

（注）「その他」には、企業数 2 のインドネシア、スイス、南アフリカ、フランス、企業数 1 の日本、アラブ首長国連邦、エストニア、オーストラリア、オ
ランダ、カナダ、コロンビア、シンガポール、スウェーデン、ナイジェリア、ブラジル、マルタ、ルクセンブルクが含まれる。なお CB Insights のリス
トでは、日本企業としてメルカリとプリファード・ネットワークスの 2 社が含まれているが、メルカリは 2018 年 6 月 19 日に東証マザーズへ上場した
ため除外した。

（出所）CB Insights “The Global Unicorn Club”（https://www.cbinsights.com/research-unicorn-companies）より作成（2018 年 6 月 26 日アク
セス）。
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中国のイノベーション力をどうみるか

規模の力 自由な競争・活動を
黙認する政府

エコシステムが
生成

・内外の人材による
圧倒的マンパワー

・豊富な資金

・巨大な国内マーケット

・アリババやテンセントなどプラットフォーム企業の躍動。

・ユニコーンの企業数は世界第 2位。

・ベンチャー企業の
多産多死による
新技術の普及と社会実装

現状は…
IT大国
中国

・圧倒的規模を背景に革新的技術が生まれ、また
世界の標準化を握る可能性がある。

・国内市場が飽和し、海外進出は摩擦が増大する。・国内市場が飽和し、海外進出は摩擦が増大する。・国内市場が飽和し、海外進出は摩擦が増大する。

・基礎研究やオリジナリティに課題。・基礎研究やオリジナリティに課題。

今後は…

・新領域のグレーゾーンを
容認してきた「改革開放」路線
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Tel. 03-5448-1710　 Fax. 03-5448-1744　E-mail. info@nira.or.jp

［NIRA総研公式Facebook］
http://www.facebook.com/nira.japan
研究成果や活動状況を紹介していますので、ご利用下さい。

本誌に関するご感想・ご意見をお寄せください。
info@nira.or.jp
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